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【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/215    (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   9/19     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/09     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  41/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ   9/215   　　　　
   Ｈ０３Ｈ   9/19    　　　Ｋ
   Ｈ０１Ｌ  41/08    　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｌ  41/18    １０１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月21日(2010.5.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部と、
　前記基部から延びる一対の振動腕と、
　前記振動腕に形成されている励振電極膜と、
　を含み、
　前記振動腕は、表裏面と、前記表裏面の両側に接続される側面と、を有し、
　前記表裏面には、それぞれ、前記振動腕の長手方向に延びる溝が形成され、
　前記一対の振動腕は、相互に接近及び離隔するように屈曲振動し、
　前記振動腕は、第１の屈曲部を前記基部との接続部に有し、２次高調波モードによって
前記一対の振動腕が屈曲振動する場合に前記第１の屈曲部を除いて最も大きく屈曲する第
２の屈曲部を、前記溝の長さ方向の両端部を除く中間部に有し、
　前記振動腕は、前記側面における前記第２の屈曲部に形成された外凸部、および前記溝
の内面における前記第２の屈曲部に形成された内凸部の少なくとも一方を有し、
　前記溝は、前記振動腕の長さの８０％以上の長さを有する、
圧電振動片。
【請求項２】
　請求項１に記載の圧電振動片と、
　前記圧電振動片を収容するパッケージと、
　前記パッケージの上面を封止する蓋体と、
を有する、圧電振動子。
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